
　

県
議
会
は
、
令
和
三
年
六
月
定

例
会
を
六
月
二
十
一
日
か
ら
七
月

六
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
日
程
で

開
き
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
七
十
四
号
議
案
、
令

和
三
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
補
正

予
算
）
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
強
化
及
び
検
査
対

象
拡
充
を
行
う
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
の
支
給
に
要
す

る
追
加
補
正
予
算
案
（
第
百
六
号

議
案
、
令
和
三
年
度
山
梨
県
一
般

会
計
補
正
予
算
）
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

富
士
急
行
株
式
会
社
が
県
に
対

し
提
起
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
県

が
反
訴
を
提
起
す
る
議
案
（
第
七

十
七
号
議
案
、訴
え
の
提
起
の
件
）

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

県
が
工
事
請
負
契
約
の
違
約
金

条
項
に
基
づ
き
三
十
七
社
に
対
し

公
正
入
札
違
約
金
を
請
求
し
、
う

ち
二
十
六
社
か
ら
民
事
調
停
の
申

立
が
な
さ
れ
た
た
め
、
本
年
三
月

に
裁
判
所
の
調
停
委
員
会
か
ら
提

示
さ
れ
た
調
停
案
を
受
け
入
れ
る

件
（
第
七
十
八
号
議
案
か
ら
第
百

三
号
議
案
、
調
停
の
件
）
を
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

県
有
地
を
巡
る
弁
護
士
費
用
一

億
四
千
三
百
万
円
等
の
専
決
処
分

の
承
認
に
係
る
議
案
（
承
第
五
号

議
案
、
令
和
三
年
度
山
梨
県
一
般

会
計
補
正
予
算
）
を
賛
成
多
数
で

承
認
し
ま
し
た
。

　

重
大
な
感
染
症
の
ま
ん
延
又

は
大
規
模
な
災
害
等
の
発
生
に

よ
り
、
委
員
が
委
員
会
の
開
催
場

所
へ
参
集
す
る
こ
と
が
困
難
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
出
席
の
特
例
を
認
め

る
議
員
提
出
議
案
（
議
第
十
号
議

案
、
山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例
中

改
正
の
件
）
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

県
有
地
の
貸
付
に
関
す
る
専

門
家
会
議
を
設
置
す
る
委
員
会

提
出
議
案
（
議
第
十
五
号
議
案
、

調
査
機
関
設
置
の
件
）
を
反
対
多

数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
熱
海
市
で
発
生
し
た

大
規
模
土
石
流
に
よ
り
甚
大
な

被
害
が
出
た
こ
と
を
受
け
、
政

府
が
推
し
進
め
る
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五
か

年
加
速
化
対
策
」
に
関
連
し
た
取

り
組
み
の
加
速
化
を
求
め
る
と

と
も
に
、
本
県
を
含
む
全
国
の
急

傾
斜
地
等
の
緊
急
点
検
を
実
施

し
、
土
砂
災
害
や
土
石
流
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
策
を

早
期
に
講
じ
る
こ
と
を
国
に
要

請
す
る
意
見
書
（
議
第
十
六
号
議

案
、
急
傾
斜
地
に
お
け
る
緊
急
点

検
及
び
早
期
の
対
策
を
求
め
る

意
見
書
）
を
全
会
一
致
で
可
決
す

る
な
ど
、
全
五
十
八
議
案
を
審
議

し
、
五
十
七
議
案
を
可
決
、
承
認

し
ま
し
た
。（
各
会
派
の
主
な
る

議
案
に
対
す
る
賛
否
は
二
面
）

　

こ
の
ほ
か
、
地
方
た
ば
こ
税
を

活
用
し
た
分
煙
環
境
整
備
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
他
一
件
の
請
願

を
採
択
し
ま
し
た
。
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六
月
定
例
会
の
概
要

大韓民国総領事館総領事が
県議会を表敬訪問 東京 2020 オリンピック聖火リレー出発式

　５月１３日、駐横浜大韓民国総領事館　尹喜粲（ユン・ヒチャン）
総領事が県議会を表敬訪問され、桜本議長、杉山副議長と意見
交換を行い、本県と同国とのコロナ収束後のさらなる交流を確認
し合いました。

　６月２６日、南部町内で開催された東京2020オリン
ピック聖火リレー出発式に桜本議長が参加し、３月２５日
に福島県をスタートした聖火を、本県最初の
聖火ランナーのトーチに点火しました。

新
盆
の
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
に
つ
い
て

　

新
盆
の
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
粛
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

山
梨
県
議
会
議
員
一
同

県議会
　トピックス

５月１５日に富士川町内で開催された「恩賜林御下賜１１０周年記念　令和３年度県民緑化まつり」に参加



向
山 

憲
稔

 

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

リ
ニ
ア
新
駅
の
周
辺
開
発
に
向
け
た
県
市
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り

●	

や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度

●	

飲
食
店
な
ど
に
対
す
る
支
援
策
・
消
費
喚
起
策

●	

教
職
員
に
よ
る
わ
い
せ
つ
行
為

●	

種
苗
法
改
正

●	

猫
の
愛
護
と
適
切
な
飼
育
に
向
け
た
情
報
発
信

●	

県
有
地
の
賃
料
を
め
ぐ
る
方
針
転
換

臼
井 

友
基

 

（
自
由
民
主
党
新
緑
の
会
）

●	

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止

●	

教
員
の
資
質
向
上
に
向
け
た
教
員
養
成
系
大
学
と
の
連
携

●	

甲
府
市
池
田
通
り
の
効
果
的
な
整
備

●	

チ
ャ
イ
ル
ド
・
デ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
の
推
進

●	

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
入
学
者
確
保

●	

動
物
殺
処
分
ゼ
ロ
の
取
り
組
み

●	

富
士
の
介
の
生
産
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

●	

路
面
標
示
の
計
画
的
な
管
理
・
補
修
整
備

●	

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

飯
島
　
修

 

（
リ
ベ
ラ
ル
山
梨
）

●	

県
産
食
肉
の
安
定
供
給

●	

昇
仙
峡
の
観
光
地
と
し
て
の
価
値
向
上

●	

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
充
実
強
化

●	

が
ん
検
診

●	

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進

●	

県
民
の
意
見
・
提
案
の
県
政
へ
の
反
映

●	

県
有
地
の
賃
借
料
問
題

佐
野 

弘
仁

 

（
公
明
党
）

●	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
本
県
の
抗
原
定
性
検

査
の
実
施

●	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

●	

男
性
介
護
者
へ
の
社
会
的
孤
立
防
止
の
支
援

●	

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

本
県
の
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
継
続

●	

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

活
用

●	

学
校
で
の
が
ん
教
育
に
お
け
る
外
部
講
師
の
活
用

●	

市
町
村
の
個
別
避
難
計
画
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

永
井
　
学
　

 

（
自
民
党
青
雲
会
）

●	

保
育
所
等
へ
の
入
所
円
滑
化
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
所
等
へ
の
受
け
入
れ

●	

チ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
更
な
る
活
用

●	
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
集
約
化

●	
日
本
脳
炎
や
風
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

渡
辺 

淳
也

 

（
自
民
党
誠
心
会
）

●	

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想

●	

予
算
流
用
の
考
え
方

●	

県
有
地
の
貸
付
に
お
け
る
所
在
市
町
村
交
付
金

●	

富
士
山
火
山
防
災
対
策
の
推
進

●	

富
士
・
東
部
地
域
に
お
け
る
看
護
師
の
養
成
・
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み

●	

今
夏
に
お
け
る
富
士
山
来
訪
者
へ
の
感
染
症
対
策

●	

須
走
道
路
・
御
殿
場
バ
イ
パ
ス
の
開
通
を
契
機
と
し
た
観

光
振
興

●	

東
富
士
五
湖
道
路
を
中
心
と
し
た
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備

遠
藤
　
浩

 

（
自
由
民
主
党
・
山
梨
）

●	

ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化

●	

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

峡
南
地
域
の
都
市
農
村
交
流
の
推
進

●	

信
玄
公
生
誕
五
百
年
記
念
事
業

●	

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

●	

富
士
川
汚
泥
問
題

●	

災
害
廃
棄
物
の
処
理

●	

市
町
村
管
理
道
路
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
老
朽
化

対
策

●	

国
道
三
百
号
中
之
倉
バ
イ
パ
ス
の
整
備

●	

早
川
芦
安
連
絡
道
路
の
整
備

●	

青
洲
高
校
周
辺
の
歩
道
等
の
整
備

●	

青
洲
高
校
の
教
育
活
動

大
久
保
俊
雄
　

 

（
自
民
党
誠
心
会
）

●		
中
小
企
業
の
事
業
継
続
に
向
け
た
金
融
支
援

●		
や
ま
な
し
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
よ
る
観
光
振
興

●		
果
樹
の
生
産
振
興

●		

笛
吹
市
内
に
お
け
る
防
災
減
災
対
策

●		

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
学
校

行
事
の
実
施

●		

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進

●		

消
費
者
保
護
対
策

宮
本 

秀
憲

 

（
自
由
民
主
党
・
山
梨
）

●	

富
士
急
行
株
式
会
社
が
提
起
し
た
民
事
訴
訟

●	

県
民
資
産
創
造
会
議

●	

山
梨
県
下
の
図
書
館
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
山
梨

ふ
る
さ
と
記
憶
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●	

水
素
及
び
蓄
電
技
術
に
お
け
る
県
の
戦
略

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り 　令和３年（2021年）8月8日（日）　（2）

県議会では、公式Facebookで議会活動の情報を発信しています。ぜひご覧ください。https://www.facebook.com/yamanashipref.gikai/公式 Facebook で情報発信しています。

　
代
表
質
問

　
一
般
質
問

６月定例県議会では、６月２４日、２５日、２８日、２９日の４日間にわたり、代表、一般各質問が行われました。
各議員の質問項目は次のとおりです。

可
決
・
承
認
さ
れ
た

主
な
議
案

・	

山
梨
県
太
陽
光
発
電
施
設

の
適
正
な
設
置
及
び
維
持

管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

の
件

・
山
梨
県
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
係
る
信
号
機
等
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
中
改
正
の
件

・
山
梨
県
立
八
ケ
岳
ス
ケ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

理
条
例
廃
止
の
件

・
令
和
三
年
度
山
梨
県
一
般

会
計
補
正
予
算

・
訴
え
の
提
起
の
件

・
調
停
の
件

・	

山
梨
県
総
合
計
画
変
更
の
件

・
令
和
三
年
度
山
梨
県
一
般

会
計
補
正
予
算
（
専
決
）

・	

山
梨
県
議
会
委
員
会
条
例

中
改
正
の
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書

・
加
配
定
数
の
振
り
か
え
に

よ
ら
な
い
小
学
校
三
十
五

人
学
級
の
実
施
、
中
学
校

で
の
三
十
五
人
学
級
の
実

施
、
教
職
員
定
数
改
善
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の

意
見
書

・
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し

た
分
煙
環
境
整
備
に
対
す

る
意
見
書

・「
こ
ど
も
庁
」
創
設
を
求
め

る
意
見
書

・
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
の
解
決
に

向
け
た
日
本
政
府
の
適
切

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

・
急
傾
斜
地
に
お
け
る
緊
急

点
検
及
び
早
期
の
対
策
を

求
め
る
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

・
加
配
定
数
の
振
り
か
え
に

よ
ら
な
い
小
学
校
三
十
五

人
学
級
の
実
施
、
中
学
校

で
の
三
十
五
人
学
級
の
実

施
、
教
職
員
定
数
改
善
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
拡
充
を
図
る
こ
と
に

つ
い
て

・
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し

た
分
煙
環
境
整
備
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

● 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
迅
速
化
に
向
け

た
市
町
村
支
援

● 

弁
護
士
費
用
の
専
決
処
分

● 

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
集
約
化

● 

や
ま
な
し
地
域
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用

● 

地
下
水
に
着
目
し
た
法
定
外
税
の
導
入

● 

恩
賜
林
御
下
賜
百
十
周
年
記
念
事
業

● 

本
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

● 

甲
府
城
の
復
元
整
備

● 

本
県
農
業
の
生
産
性
向
上

● 

県
産
の
農
畜
水
産
物
Ｐ
Ｒ

● 

パ
ワ
ー･

ツ
ー･

ガ
ス
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発

● 

教
員
の
働
き
方
改
革
に
係
る
今
後
の
部
活
動
の
方
向
性

● 

総
合
計
画
の
見
直
し

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
株
へ
の
対
応

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
よ
る
休
業
へ

の
対
応

● 

介
護
人
材
の
確
保

● 

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
強
化

● 

障
害
者
就
労
支
援
施
設
の
工
賃
向
上

● 

市
町
村
等
と
連
携
し
た
二
拠
点
居
住
の
推
進

● 

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み

● 

農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策

● 

コ
ロ
ナ
収
束
を
見
据
え
た
観
光
振
興

● 

中
央
自
動
車
道
の
渋
滞
対
策

● 

へ
き
地
学
校
に
代
表
さ
れ
る
小
規
模
校
を
有
す
る
市
町
村

へ
の
支
援

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
の
整
備

● 

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度
の
展
開

● 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
促
進

● 

山
梨
県
に
お
け
る
強
靱
化
へ
の
取
り
組
み

● 

中
部
横
断
自
動
車
道
長
坂
以
北
の
早
期
事
業
化
に
向
け
た
県

の
取
り
組
み

● 

県
立
八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
譲
渡
と
周
辺
地
域
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み

● 

太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例

● 

Ｃ
型
肝
炎
対
策

● 

障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

● 

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

● 

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
の
更
な
る
推
進

● 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る
観
光
振
興

● 

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

● 

二
十
五
人
学
級
拡
大
に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応

● 

感
染
症
対
策
の
強
化

● 

総
合
計
画
見
直
し
に
お
け
る
施
策
の
形
成
と
実
現

● 

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

● 

県
産
材
の
供
給
体
制
の
整
備

● 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

● 

地
場
産
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
県
産
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
魅
力
発
信

● 

「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
の
更
な
る
推
進

● 

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
実
現
に
向
け
た

静
岡
県
と
の
連
携

● 

中
部
横
断
自
動
車
道
の
静
岡
・
山
梨
全
線
開
通
に
向
け
た

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

● 

燃
料
電
池
に
関
す
る
今
後
の
取
り
組
み

● 

県
土
強
靱
化

● 

少
人
数
教
育
の
推
進
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

● 

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
集
約
化

自
民
党
誠
心
会
　
皆
川 
　
巖

自
由
民
主
党
新
緑
の
会
　
市
川 

正
末

自
由
民
主
党
・
山
梨
　
浅
川 

力
三

未
来
や
ま
な
し
　
望
月 

利
樹

議案に対する各会派の賛否（起立採決分）

議案の名称
審
議
結
果

自
民
党
誠
心
会

自
由
民
主
党
・
山
梨

未
来
や
ま
な
し

自
由
民
主
党

新

緑

の

会

公

明

党

日
本
共
産
党

リ
ベ
ラ
ル
山
梨

自
民
党
青
雲
会

知事提出議案
第 74 号 （一般会計補正予算） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第 77 号 （訴えの提起の件） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第 78 号〜第 103 号（調停の件） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
第 105 号 （総合計画の変更） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
承第 5 号 （一般会計補正予算　専決） 承認 × ○ ○ ○ ○ × × ○

議員提出議案（※：委員会提出議案）
議第 13 号（ 「こども庁」創設を求める意見書） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

※ 議第 15 号（ 調査機関設置の件） 否決 ○ × × × × ○ ○ ×
議第 16 号（ 急傾斜地における緊急点検及び
  早期の対策を求める意見書） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ○：賛成　　×：反対

議
案
等
に
対
す
る

議
員
別
の
賛
否
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。



り
、
基
本
的

に
は
三
分
の

二
の
補
助
率

と
考
え
て
い

る
が
、
市
町

村
の
意
欲

を
引
き
出

し
、
事
業
効

果
を
高
め
る

た
め
、
特
に

す
ぐ
れ
た
取

り
組
み
を
提

案
し
た
市
町

村
に
つ
い
て

は
、
補
助
率
を
六
分
の
五
に
上
げ
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

ワ
ク
チ
ン
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
設
置
事

業
費

・
介
護
分
野
就
職
支
援
金
貸
付
事
業
費
補

助
金

・
子
ど
も
の
死
亡
検
証
・
予
防
策
推
進
事

業
費

　  

富
士
急
行
株
式
会
社
の
貸
付
地
と
他

の
県
有
地
と
の
公
平
性
、
県
有
地
の
適
正

化
、
県
民
利
益
の
回
復
等
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
の
か
。

　  

訴
訟
に
つ
い
て
は
、
法
廷
に
お
い
て
県
の

主
張
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
県
有
地
の

貸
付
に
関
す
る
調
査
及
び
検
証
特
別
委
員

会
の
中
で
、
訴
訟
追
行
上
、
支
障
の
な
い

範
囲
で
県
の
考
え
方
を
説
明
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
他
の
県
有
地
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

県
民
資
産
創
造
会
議
の
枠
組
み
の
中
で
、

公
平
公
正
な
ル
ー
ル
づ
く
り
の
検
討
を
始

め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
議
員
に
情

報
を
提
供
し
、
公
平
性
が
担
保
さ
れ
る
形

で
ル
ー
ル
作
り
を
行
い
、
県
民
の
財
産
で
あ

る
県
有
地
の
貸
付
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

※	

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は｢

係
争
中
の
住
民

訴
訟
の
判
決
等
で
、
県
に
よ
る
事
実
認
定

及
び
法
的
解
釈
に
錯
誤
が
あ
る
と
判
明
し

た
場
合
は
、
即
時
、
適
切
に
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
。
県
は
全
て
の
訴
訟
に
お
い
て
、

最
低
限
の
着
手
金
で
最
大
の
効
果
を
得
る

よ
う
な
訴
訟
委
任
契
約
と
な
る
よ
う
努
め

る
こ
と｣

等
の
附
帯
決
議
を
決
定
し
た
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

警
察
業
務
感
染
予
防
対
策
強
化
事
業
費

・	

総
合
計
画
変
更
の
件

・	

令
和
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
）

　  

本
事
業
で
は
、
二
十
五
人
学
級
導
入

の
影
響
が
及
ば
な
い
市
町
村
が
実
施
す

る
、
先
進
的
で
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
対

し
助
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
な
る
の
か
。
ま

た
、
三
分
の
二
と
六
分
の
五
の
二
つ
の
補

助
率
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違
い

は
何
か
。

　  

対
象
と
な
る
取
り
組
み
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
遠
隔
授
業
等
の
実
施
や
、
地
域

の
強
み
や
特
色
を
生
か
し
た
も
の
な
ど
で

あ
り
、
市
町
村
が
独
自
に
行
う
先
進
的
な

取
り
組
み
に
対
し
て
助
成
す
る
こ
と
と
し
、

二
十
五
人
学
級
の
導
入
が
及
ば
な
い
十
二
市

町
村
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

補
助
率
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
は
、

市
町
村
か
ら
の
提
案
型
の
企
画
と
な
っ
て
お

　   

高
品
質
か
つ
多
収
を
同
時
に
目
指
す

デ
ー
タ
農
業
の
技
術
開
発
が
行
わ
れ
、
そ

の
成
果
が
い
ち
早
く
農
家
に
普
及
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
技
術
の
開
発
・

普
及
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
本
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
期
待
で
き
る

の
か
。

　   

技
術
の
開
発
・
普
及
に
向
け
て
は
、
総

合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
果
樹
試
験
場
、

現
地
農
家
に
お
け
る
実
証
試
験
を
並
行
し

て
実
施
し
、Ｊ
Ａ
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
迅
速
に
農
家
へ
の
普
及
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
解

析
に
よ
り
、
高
品
質
・
多
収
要
因
を
見
え

る
化
し
、
そ
の
技
術
を
体
系
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
本
県
農
作
物
の
飛
躍
的
な
生

　  

条
例
案
上
程
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
経
過
で
検
討
を
進
め
て
き
た

の
か
。

　
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
条
例
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

　  

条
例
案
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
会
議
に

お
け
る
意
見
や
、
県
議
会
か
ら
の
政
策
提

言
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
県
民
か
ら
も
広
く
意
見

を
伺
う
中
で
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
、
新
規

の
設
置
に
関
す
る
施
行
期
日
の
前
倒
し
や

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
森
林
が
県
土
の
多
く

を
占
め
る
本
県
に
お
い
て
」
を
条
例
の
目

的
に
追
記
す
る
な
ど
、
条
例
本
文
へ
の
意

や　ま　な　し　県　議　会　だ　よ　り（3）　令和３年（2021年）8月8日（日）

議会の傍聴について 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ＣＡＴＶ中継及びインターネット中継をご覧ください。
 県議会事務局議事調査課（TEL 055-223-1813）までお問い合わせください。

●答

●答

● 問教
育
厚
生委
員
会

委
員
長 

古
屋 

雅
夫

土
木
森
林
環
境

委
員
会

委
員
長 

猪
股 

尚
彦

　

総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業
観
光
及
び
土
木
森
林
環
境
の
四
常
任
委
員
会
は
、
六
月
三
十
日
、
七
月
一
日
、
二
日
に
令
和
三

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
付
託
議
案
及
び
請
願
に
係
る
審
査
を
行
い
、
七
月
六
日
の
本
会
議
で
、
各
常
任
委
員
長
が
審
査

の
内
容
及
び
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
閉
会
中
に
は
、
県
内
で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

訴
え
の
提
起
の
件

学
力
向
上
総
合
対
策
事
業
費

デ
ー
タ
農
業
推
進
事
業
費

山
梨
県
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な
設
置

及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

●答 ● 問

委員会
リポートリポートリポート

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

委
員
会

● 問●答 ●  問

総
務
委
員
会

委
員
長 

渡
辺 
淳
也

　

県
有
地
の
貸
付
に
関
す
る
調
査
及
び
検
証
特
別
委
員

会
（
皆
川
巖
委
員
長
）
は
、
四
月
十
五
日
の
本
特
別
委

員
会
か
ら
委
員
数
を
十
人
か
ら
十
六
人
に
増
員
し
、
閉

会
中
も
引
き
続
き
、継
続
し
て
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
九
日
の
本
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
九

年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
県
の
訴
訟
代
理
人
で
あ
っ
た

細
田
浩
弁
護
士
に
参
考
人
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、

四
月
に
執
行
部
か
ら
本
特
別
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た

「
住
民
訴
訟
に
係
る
検
証
委
員
会
中
間
報
告
書
」
等
に

つ
い
て
の
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
執
行

部
か
ら
提
出
さ
れ
た
新
た
な
不
動
産
鑑
定
評
価
書
等

の
資
料
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
定
例
会
開
会
日
に
中
間
報
告

を
行
う
こ
と
を

全
会
一
致
で
決

定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
五

月
二
十
日
の
本

特
別
委
員
会
で

決
定
し
た
「
議

会
基
本
条
例
に

基
づ
く
調
査
機

関
と
し
て
県
有

地
の
貸
付
に
関

す
る
専
門
家
会

議
を
設
置
す
る

こ
と
」
に
つ
い

て
の
委
員
長
案

が
示
さ
れ
、
六

月
定
例
会
の
本

会
議
に
提
案
す

る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

県
有
地
の
貸
付
に
関
す
る
調
査

及
び
検
証
特
別
委
員
会

指
定
管
理
施
設
・
出
資
法
人
調
査

特
別
委
員
会
を
設
置

委 員 長 皆川　　巖

委 員 長 大久保俊雄

副委員長 土橋　　亨

副委員長 向山  憲稔

委　 員

白壁  賢一
山田  一功
猪股  尚彦
渡辺  淳也
志村  直毅
向山  憲稔
浅川  力三
早川 　 浩
遠藤　　浩
山田  七穂
臼井　友基
桐原　正仁
小越　智子
飯島　　修

委　　 員

鷹野  一雄

志村  直毅

浅川  力三

遠藤　　浩

山田  七穂

流石  恭史

永井　　学

　

指
定
管
理
施
設
の
管
理
の
業
務
又
は

経
理
の
状
況
及
び
県
が
出
資
し
て
い
る

法
人
の
経
営
状
況
を
調
査
す
る
指
定
管

理
施
設
・
出
資
法
人
調
査
特
別
委
員
会

（
大
久
保
俊
雄
委
員
長
）
を
七
月
六
日
の

本
会
議
に
お
い
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
対
象
は
、
四
十
九
の
指
定
管
理

施
設
と
県
が
資
本
金
等
の
四
分
の
一
以
上

を
出
資
し
て
い
る
二
十
八
法
人
で
す
。

　

同
委
員
会
は
、
閉
会
中
も
該
当
施
設
・

法
人
の
審
査
や
現
地
調
査
な
ど
を
継
続

し
て
行
い
、
そ
の
結
果
を
九
月
定
例
会

に
報
告
す
る
予
定
で
す
。

県立やまなし地域づくり交流センターの調査

風土記の丘・曽根丘陵公園
ARミュージアム事業の調査

次世代型農福連携パワーアップ事業の調査

農
政
産
業
観
光

委
員
会

委
員
長 

鷹
野 

一
雄

見
反
映
が
二
十
三
件
、
実
施
段
階
に
お
け

る
検
討
を
含
め
る
と
約
百
件
の
意
見
を
反

映
す
る
な
ど
、
県
民
か
ら
の
意
見
を
で
き

る
限
り
反
映
す
る
よ
う
心
が
け
た
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

県
単
独
災
害
復
旧
費

・
調
停
の
件

・
復
旧
治
山
費

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
策
定

事
業
費

・
管
理
捕
獲
従
事
者
等
研
修
施
設
整
備
費けんせつ小町甲斐の会員との

意見交換会

産
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、
併
せ
て
、
農

家
の
収
益
力
が
向
上
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
副
反

応
休
業
助
成
金

・「
ジ
ャ
パ
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
二
〇
二
一
」

開
催
支
援
事
業
費
補
助
金

・
や
ま
な
し
教
育
旅
行
誘
致
推
進
事
業
費

補
助
金
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　次回定例会は次のとおり開催を予定し、常任委員会については分散開催
を実施する予定です。
　なお、本会議については、CATV中継等をご覧ください。

9月定例会の予定

	 9 月	21	日（火）本会議	（開会）
27 日（月）本会議	（質疑・質問）
28 日（火）本会議	（質疑・質問）
29 日（水）本会議	（質疑・質問）
30 日（木）本会議	（質疑・質問）
※現時点での予定であり、今後変更となる場合があります。

　県議会に関する各種情報を、ホーム
ページからご覧いただけます。また、
本会議の会議録については、県議会ホー
ムページの会議録検索システムのほか、
県立図書館、最寄りの各地
域県民センターでもご覧い
ただけます。

山梨県議会

ホームページ、会議録をご覧ください

　

四
月
二
十
七
日
、
山
梨
・

静
岡
両
県
議
会
に
よ
る
「
バ

イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
推
進

議
員
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
昨
年
九
月
に

本
県
議
会
が
主
体
と
な
り
開

催
し
た
同
交
流
会
に
次
い
で

二
回
目
の
開
催
で
あ
り
、
静

岡
県
議
会
が
主
体
と
な
り
、

富
士
山
静
岡
空
港
で
行
わ
れ

た
静
岡
・
山
梨
協
働
施
設「
空

の
し
お
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
へ
の
参
加
や

両
県
議
会
に
よ
る
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｋ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｄ
Ｅ　

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｗ
Ａ（
か
ど
で
お
お
い
が
わ
）

を
訪
れ
特
産
物
の
購
入
等
を

行
う
な
ど
、
両
県
議
会
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
は
、

地
域
の
実
情
と
県
の
施
策
を
確

認
・
調
査
し
、
新
た
な
政
策
条
例

や
提
言
の
策
定
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
議
会
改
革
、
行
政
監

視
機
能
の
強
化
、
政
策
立
案
機
能

の
一
層
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、

大
正
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授
を

講
師
に
招
き
、「
二
元
代
表
制
と

議
院
内
閣
制
と
の
相
違
」「
専
決

処
分
、
再
議
、
通
年
議
会
」「
専

門
的
事
項
に
係
る
調
査
」
に
つ
い

て
の
議
員
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

山
梨
・
静
岡
両
県
議
会
が
「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」

推
進
議
員
交
流
会
を
開
催

議
員
研
修
会
を
実
施

新
た
な
政
策
案
作
成
等
委
員
会
を
設
置

　

四
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
山
梨
県
議
会

政
策
立
案
特
別
検
討
会
議
に
お
い
て
「
や
ま

な
し
子
ど
も
を
守
る
条
例
」
及
び
「
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
等
の
環
境
整
備
に
関
す
る
政
策

提
言
」
の
二
項
目
が
政
策
立
案
等
の
対
象
と

す
べ
き
事
項
に
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

新
た
に
二
つ
の
政
策
案
作
成
等
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
両
委
員
会
は
、
五
月
二
十

日
に
第
一
回
、
六
月
二
十
五
日
に
第
二
回
の

委
員
会
を
開
催
し
、
条
例
案
の
作
成
及
び
政

策
提
言
に
向
け
て
、
研
究
及
び
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

委 員 長 永井　　 学

委 員 長 飯島　　 修

副委員長 佐野　弘仁

副委員長 猪股　尚彦

委　　 員

山田　一功
乙黒　泰樹
鷹野　一雄
大久保俊雄
志村　直毅
向山　憲稔
浅川　力三
遠 藤　　 浩
宮本　秀憲
山田　七穂
古屋　雅夫
藤本　好彦
臼井　友基
桐原　正仁

委　　 員

望 月　　 勝
河西　敏郎
白壁　賢一
渡辺　淳也
水岸富美男
卯月　政人
望月　利樹
清水喜美男
流石　恭史
杉原　清仁

「空のしおり」オープニングセレモニーで挨拶を行う桜本議長

10 月			1 日（金）常任委員会
　4日（月）常任委員会
　5日（火）常任委員会
　7日（木）本会議（閉会）

や
ま
な
し
子
ど
も
を
守
る
条
例
案
作
成
委
員
会

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
等
の
環
境
整
備
に
関
す
る

政
策
提
言
案
作
成
委
員
会


